
第１章

全体概要

参　考



第

章
　
全
体
概
要

1

38

１．21世紀初の国際博覧会

１）激しい時代的変容のなかでの開催

2005年９月25日、愛・地球博は、当初の目標入場

者数1,500万人をはるかに上回る2,200万人の来場者

を集め、無事成功裡にその幕を閉じた。閉幕時に新

聞各紙は、過去博のような事故や災害が１件もなく、

公式参加国・国際機関合わせて125と多数の一般参

加者を集め、国際的にも高い評価を得た愛・地球博

の成功に対し、開催前には考えられなかった極めて

好意的な評価を下した。

このように、愛・地球博は、最終的には、内外の

高い評価を受けたが、その成功への道のりは、決し

て平坦ではなかった。周知のように、20世紀後半の

国際博覧会は、大きな曲がり角に立たされていた。

国際的関心の低下や入場者減が続き、会場の跡地利

用も目論見通り進む例が少なかった。150年の歴史

を誇る国際博覧会自体の存在理由を問う声も、国内

外に広く流布されていた。ITによる情報革命を迎え

た時代に、特定の会場に人を集めるコミュニケーシ

ョン手法は時代遅れ、とする論調も力を得ていた。

21世紀を間近に控え、国際博覧会運動自体が、歴史

上初めて危機のなかに立たされていたのである。

こうしたなか、BIE（博覧会国際事務局）総会は、

1994年６月８日、その後の国際博覧会の方向を決定

づける重要な決議、すなわち「すべての国際博覧会

は、地球的規模の課題の解決に貢献するものでなけ

ればならない」とする趣旨の決議を採択した。テー

マの重視と持続可能な地球社会の実現に貢献する新

しい形の国際博覧会像が提示されたのである。これ

は、20世紀までの主流を占めていた感のある国威発

揚型の国際博覧会とは、明らかに一線を画すもので

あった。

21世紀初の開催となる愛・地球博は、このBIE決

議を忠実に実現してその開催意義を内外に示し、21

世紀の国際博覧会の新しいモデルになるべく、世界

中の注視のなかにあったのである。

一方、国内にあっては、当初予定していた会場が、

大幅な変更を余儀なくされた影響もあって、開幕の

わずか２年半前にようやく基本計画がまとまるなど、

準備段階における混乱も、大きくカゲを落としてい

た。計画の熟度と実際の業務には大きな隔たりがあ

り、博覧会協会組織体制の抜本的な改革をはじめ、

数多くの課題が山積しており、そのつど課題解決へ

の道を探る「日々改善」の必要があった。愛・地球

博は、国際博覧会が置かれていた時代的変容と、国

内におけるさまざまな議論のなかで、これまでの常

識にとらわれない、数多くの努力を続けるほかなか

ったのである。しかし、こうした苦しい道のりが、

125に上る公式参加国・国際機関をはじめとする参

加した多くの人々の新しい創意と工夫を生み出し、

21世紀の新しい国際博覧会、愛・地球博の成功を生

み出したといえる。

２）テーマ「自然の叡智」

愛・地球博のテーマは「自然の叡智」である。自

然の一部である人間が、人智の及ばない自然の内に

叡智を見出すのである。このテーマには自然の素晴

らしい仕組みや生命の絶妙な営みを学ぶことによっ

て、21世紀地球社会の最大の課題である持続可能な

開発という課題を解決し、望ましい未来を築いてい

きたいという強い意図が込められている。愛・地球

博は、世界各国およびその国民から、新旧の「自然

の叡智」を集め、提示することを目指したのである。

この国際博覧会を地球規模の問題に取り組む研究室

とし、人間と自然との関係を作り直す実験場とする

のが愛・地球博の狙いであった。

国際博覧会の150年余の歴史の中で、統一テーマ

を掲げたのは、1933年のシカゴ万国博覧会（テー

マ：進歩の一世紀）が最初である。それ以降、BIE

条約に基づく第２次大戦後最初の大規模な国際博覧

会であるブリュッセル万国博覧会（1958年）も含め、

すべての国際博覧会は、それぞれテーマを掲げて開

催されている。日本においても、1970年の日本万国

博覧会（大阪万博）をはじめ、過去４回の国際博覧
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会が開催されているが、愛・地球博ほど、開催テー

マが、準備段階から会場建設、運営、撤去のすべて

にわたって意識されたことはない。幸い日本は、開

拓可能な国土や鉱物資源に乏しいにも関わらず、自

然環境を大きく損なうことなく、経済発展を遂げて

きた歴史を持っている。これは、日本人の勤勉さだ

けの賜物ではなく、昔ながらの叡智や先端技術の研

究成果によるところが大きい。私たちの祖先は、自

然を壊すことなく、そこから利益を得ようと考え、

自然との相互依存および相互利益関係を維持する方

法を生み出してきた。このプロセスで重要なのは、

自然が持っている特性に対する深い洞察力と知識を

得ること、そして自然の恵みを持続可能な形で利用

する技をつくり出すことであった。このような自然

との関係は、日本人の文化や生き方の一部になって

いる。さらに日本人は、他国や他地域との交流を通

じて、自然やその活用法について、膨大な知識を得

てきた。その分野は、衣食住といった基本的な事柄

から文化・芸術まで多岐に及んでいる。これは単に

外国の知識をそのまま受け入れるのではなく、日本

の伝統文化や自然環境に当てはめ、融合させること

で実現してきたものである。こうして新たな生活ス

タイルが生まれる一方で、日本の伝統的なアイデン

ティティーは守られてきた。「自然の叡智」という

愛・地球博のテーマは、日本の歴史と伝統に立脚し

ていたのである。

２．高い価値と広範な影響力

１）テーマの実現に向けた努力

博覧会協会は、真摯にこのテーマの実現に取り組

んだ。とはいえ、これは想像以上に難しい課題であ

った。前述のBIE決議は、21世紀の国際博覧会が実

現すべき要素として、次のような点に特に留意すべ

きとしていた。

・高い価値と広範な国際影響力を持つこと。

・途上国に対する参加支援を行うこと。

・BIEとの連携を密にすること。

・商業主義を排除し適切な跡地利用を行うこと。

このため開催者は、会場づくり、展示、イベント、

運営のすべてにわたって、参加者（公式参加者、一

般参加者）全員と一体となってこれを追求し、チャ

レンジするよう努力を傾注した。この結果、「愛・

地球博」のテーマ「自然の叡智」は、BIEが要請す

る「高い価値と広範な国際影響力」の実現に、大き

な成果を上げることができた。愛・地球博が、どの

ような形でテーマを実現し、大きな成果を上げるに

至ったかについて、改めてここで振り返っておきた

い。

まず第１に、最先端技術が、21世紀の地球的課題

（地球温暖化や環境問題）の解決に役立つことを、来

場者の１人ひとりが体感できた点が挙げられる。来

場者は、会場内の至る所で、ごみを利用した燃料電

池やソーラーパネル、複数の新エネルギーを組み合

わせた次世代エネルギーを目にすることができた。

詳細は後述に譲るが、これらの次世代エネルギーは、

博覧会協会管理施設と日本政府館の電力を100％賄

うことができるだけの実用能力を備えていた。来場

者はまた、立ち寄った飲食店で、トウモロコシを原

料にした生分解性プラスチックの食器を使って食事

をした。生分解性プラスチックは、使用後廃棄され

たときは、微生物の分解作用で、水とCO2になる環

境にやさしい材料である。愛・地球博の会場内で使

われた生分解性プラスチック食器は、会期中実に

1,000万個を超えた。国際的なイベントでのこれほど

大量の導入は、世界的にも前例がない。このように、

来場者は、会場にいるだけで環境にやさしい新技術

が生み出す未来の生活の一部を、誰よりも先に体験

することができたのである。

このほかにももちろん、愛・地球博には、近未来

の生活を体験できる多種多様な新技術が登場してい

る。ICチップ入り入場券を利用した観覧予約や会場

へのアクセスを支援するサポートナビゲーションシ

ステムなど、来たるべきユビキタス社会の一端を経

験できたIT技術。石油などCO2や窒素酸化物を排出

する化石燃料を低減した各種の次世代型新交通シス

テム技術（HSSTリニモ、燃料電池バス、電動トラ

ム等）。会場の各所で子供たちの人気を呼び、障害

者の手助けをしたり、接客したりするなど、日常生

活を十分サポートできるロボット技術など、持続可
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能な地球社会の実現に向けた最先端技術は、会場の

どこでも見ることができた。これら先端技術は、す

でに実用化されたものも含め、21世紀の地球的課題

の解決に大きな役割を果たすことが確実視されてい

る。前述の次世代エネルギーシステムは、現在中部

国際空港近郊において、第２段階の実用化実験に入

っている。

２）新たな社会行動、システムの創造

第２に、自然環境に配慮した新たな社会行動や社

会システムを会場内で採用し、循環型社会を目指す

上で、最も難しいとされる人々の意識変革や、大量

消費、大量廃棄に慣らされてきたそのライフスタイ

ルを変えるきっかけづくりを行ったことである。

循環型社会を日常生活の中で実践する試みとして、

会場内で来場者から出るごみを９種類、参加者から

出るごみを17種類に分類して、リサイクルに回した。

来場者から発生するごみは、場内の59カ所に設けら

れたごみ箱ステーションから回収し、参加者から発

生するごみは、各参加者の責任において、サブスト

ックヤードに集積した。これらのごみは、場内に設

置されたメタン発酵処理施設での発酵処理に利用さ

れるもの（生分解性プラスチックを含む生ごみ）を

除き、メインストックヤードを経て場外の処理施設

に搬送し、その85％が資源としてリサイクルされ、

循環型社会を誰にでも分かる形で提示した。ごみ１

つ落ちていない会場に、すがすがしい思いをした来

場者は、多かったに違いない。

また、日常生活での買い物の際にレジ袋を断るな

ど、環境に配慮した行動によってポイントがたまる

「EXPOエコマネー」には、会期中21万5,000人を超

える人々が登録した。たまったポイントは、環境改

善のための植樹への寄附としても還元され、EXPO

エコマネーによるCO2削減量は、会期終了時点で

7,813万トンにも上った。市民１人ひとりが自発的に

行う行動や、それを組織して１つの社会システムと

して機能させるこの試みは、世界中から高い評価を

受けた。

愛・地球博の環境問題への取り組みは、もちろん

こうした市民、来場者の意識変革、システム創造ば

かりでなく、開催者である博覧会協会や参加者にも、

広くかつ徹底的に行われた。

愛・地球博の開催年である2005年は、地球温暖化

の主因とされるCO2の排出量を取り決めた京都議定

書の発効年にあたっており、持続可能な社会を世界

に発信する愛・地球博会場においても、早くから環

境への取り組みがなされていた。平成15年（2003）

５月12日、博覧会協会は「エコ宣言」を発表し、す

べての参加者が行うべき、環境に配慮した取り組み

についての基本方針を定め、それぞれの参加者が遵

守すべき細かなガイドラインを作成し、その徹底化

を図った。会場の自然を改変せず、公園となってい

た既改変地のみに施設を建設するといった会場づく

りを行ったのは、その代表的な例である。

また、環境への取り組みのなかで忘れてならない

のは、環境影響評価（アセスメント）を、会期前、

会期中、会期後に徹底して行い、21世紀の新しいモ

デルとなる先駆的な試みを実現したことである。

環境影響評価は、会場建設や駐車場整備、各ター

ミナルの整備、会場間のゴンドラ設置、会期中の催

事や照明、会期終了後の撤去工事等さまざまな評価

項目について、大気質、騒音、振動、地形・地質、

水質、動植物、生態系、光害、景観、廃棄物、温室

効果ガス等の予測・評価を実施し、環境影響の回避、

低減を目指したものである。計画熟度に応じたそれ

ぞれの工事はすべてこの対象となり、会期終了後６

カ月を経た平成18年（2006）３月時点でも、環境評

価のモニタリングは続けられている。本報告執筆時

点で環境への影響はおおむね回避されている。

３．国際的な連帯感の醸成

１）世界の多様な文化との触れ合い　

こうした具体的な解決策の提示と同時に、愛・地

球博が成し遂げた大きな成果の１つは、国際交流を

通じて、各国相互、市民同士の間に強い連帯感が醸

成されたことである。すなわち、地球には多様で個

性豊かな文化が息づいており、それらの文化が共存

することで、望ましい未来が手に入ることが認識さ

れた。まずは異文化を理解し、相互に認め合うとこ

ろから連帯を始めることが21世紀のそれぞれの文化
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の担い手たちに求められている。愛・地球博に参加

したすべての国は、そのことを強く意識し、異なっ

た文化との積極的な交流の中にこそ人類の未来があ

ることを、展示やさまざまなイベントを通じてメッ

セージとして発信した。こうした形で国際交流が展

開された例は、これまでの国際博覧会ではほとんど

見られなかった。

BIEはまた、先の決議の中で、21世紀の国際博覧

会に「今日的なテーマ」を世界共有のものとし、そ

れを実現するために、国連等の国際機関と協力し、

著名な専門家や個別テーマにかかわる世界および地

域を代表する組織との会合を開き、それを世界に発

信する具体的な行動を求めていた。20世紀最後の国

際博覧会であるドイツ・ハノーバー国際博覧会や、

2004年のフォーラム・バルセロナ（スペイン）は、

こうしたBIEの要請を受け、世界から英知を集めて

数多くのフォーラムを開催し、世界に発信した実績

を持っている。愛・地球博は、こうした国際博覧会

の新しい潮流を継承すべく、会期前から準備活動を

進めてきた。平成10年（1998）３月15日の第１回か

ら平成16年（2004）９月17日の第８回まで、６年半

にわたって、21世紀の国際博覧会のあり方をめぐっ

て実施された国際シンポジウムは、その代表的な取

り組みといえる。また、平成13年（2001）11月13日

には、愛・地球博のテーマの深化、普及を目的とし

て、世界８カ国から11人の有識者を委員に迎え、国

際諮問委員会を立ち上げている。国際諮問委員会は、

平成14年（2002）５月、名古屋国際会議場において、

第１回目の公開セッションを開催し、会期前、会期

中を通じ、国際博覧会の望ましいあり方について、

さまざまな提言を行った。

また、会期中は、国際博覧会史上初となるリレー

シンポジウム「愛・地球会議」を計７回開催した。

同会議は「持続可能な社会の創造」を総合テーマに、

毎月１回、世界の著名な専門家を招き、徹底した討

論を行って、その結果をマスコミやインターネット

Webを通じて世界に発信し続けた。

各公式参加国のパビリオンは、「自然の叡智」と

いうテーマに則し、それぞれの国柄を踏まえた展示

が行われていたが、こうした外国パビリオンを訪れ

た来場者は、展示を観るだけでなく、各国の人々と

の交流を通じて、自分たちが多様な文化や自然、歴

史を持った世界の人々と共に生きていることを実感

した。それと同時に、世界の人々が国際博覧会とい

う場を通して、地球的課題を解決するために心を合

わせ、それぞれ国の文化、自然、歴史から生まれた

知恵を結集していることに強い連帯感を感じたに違

いない。

愛・地球博はまた、国と国との連帯感の醸成のた

めに、博覧会協会を中心として数多くの努力を行っ

た。途上国の出展参加を促すため、最終的に80億円

にも上る援助を行い、125の公式参加国・国際機関

の参加を実現する成果を上げた。これは、大きな国

際的影響力を持つものであった。さらに、会期中の

要人の来訪が相次ぎ、具体的には、各国の首相級以

上の訪問が48件、閣僚級が195件、それ以外の要人

の訪問が268件に及んだ。

海外プレスの来場も、会期中を通して75カ国から

380メディア、約1,800人に上り、国際コミュニケー

ションの面でも大きな成果を収めることができた。

２）第３のエンジン「市民」

さらに、ボランティア、NGO、市民団体の参加

は、来場者１人ひとりが「自分達にも地球的課題の

解決のためにできることがある」と感じさせるもの

となった。愛・地球博は、従来の国際博覧会を支え

てきた開催者、出展参加者に加え、市民、NGO/NP

Oを第３のエンジン（推進力）と位置付け、計画当

初より、国際博覧会の主力メンバーとして重視して

きた。オーレ・フィリプソンBIE名誉議長が指摘し

たように（「市民参加は非常に目新しいことで、そ

のNGOの参加ということが愛・地球博の最大特徴、

特記すべき成果」）、愛・地球博において市民および

NPO/NGOが果たした主要な役割は、国際博覧会150

余年の歴史において、初めての実験的な試みといえ

る。

市民参加のシンボルとなった愛・地球博のボラン

ティアセンターは、博覧会協会組織とは別の独立し

た組織として、開幕３年前の平成14年（2002）年12

月に設立された。ボランティアの参加者は、個人参

加が当初目標としていた１万5,000人をはるかに超
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え、２万7,000人が登録し、団体を入れると目標の２

倍、３万人を超えて、会期中、延べ10万人の市民が

参加する成果となって結実した。

また、市民パビリオン（瀬戸会場）では、地球温

暖化や持続可能な開発、循環型社会等の地球的課題

について市民の連帯を図るための対話イベントやワ

ークショップを国内外に公募し、会期中実に235件

（うち海外との連携プロジェクトは約70件）もの市

民参加プロジェクトを実施した。国際博覧会史上初

めての画期的な出来事といえる。愛・地球博は、市

民が企画し、運営した国際博覧会でもあったのであ

る。

一生懸命ごみの分別の手伝いをし、障害者の方の

移動に付き添うボランティアの姿に心打たれた人、

自然保護活動などのさまざまなNGO/NPOの展示を

見て、自分の身近にこのような活動をしている人々

がいることを知って驚いた人も数多くいた。そして

１歩を踏み出せば、自分もそうした活動に参加し、

地球的課題に取り組むことができることを多くの来

場者が実感できたことも、愛・地球博の大きな成果

であったといえよう。もとより、愛・地球博で実

践・展開されたこうした力強い市民活動は、９月25

日の閉幕で終わったわけではなく、その後も継続的

な問題解決に向けた自発的な活動に結び付き、閉幕

後の今も、各地で活発な活動を展開している。

４．「日々改善」の柔軟な運営

１）運営面における挑戦

愛・地球博が成功を収めた背景には、開催者のみ

ならず公式参加者をはじめとする関係者全員の運営

面での努力があったことを忘れることはできない。

いくら良いテーマが選定され、立派な構想・計画が

策定されようとも、これらを実施する運営が円滑に

行われない限り、国際博覧会の成功はあり得ないか

らである。国際博覧会のような大きな催しには、毎

日のように予測できない、あるいは机上の計画の変

更を余儀なくさせるようなさまざまな問題、思いが

けないトラブルが発生する。これに前例主義のよう

な固い対応をしていては、事態はいっこうに解決し

ないばかりか、一層悪化させることもある。問題点

を見極め、迅速に、しかも最善の方法を導き出すた

めには、「日々改善」の努力が必要とされるのであ

る。「問題があれば３日以内に結論を出す」をモッ

トーにした柔軟な運営が不可欠だったのである。

こうした課題解決のため、博覧会協会は、会場整

備、警備、観客サービス、輸送、広報、営業、催事

その他博覧会の準備・運営の各分野を専門的に担当

するタスクフォース型の部署、さらには、参加者へ

の個別対応を専門とする窓口部署を設け、それぞれ

のニーズに即応する体制を構築した。特に公式参加

国支援センターのきめ細かい支援活動は、すべての

参加者の高い評価を得ている。

愛・地球博を成功に導くためのキーワードは、「観

客の安全かつ効率的な輸送」「場内における来場者

の満足」「集客の平準化」の３つであったが、博覧

会協会スタッフは、その完全履行に向けて最大限の

努力を惜しまなかった。このため会場の運営改善に

かけた費用総額は、80億円にも上ったが、そのうち

30億円は、日除け・雨除けのためのものであった。

世界各国からの首相級のVIP、46カ国・48組を迎え

ることができた警備や、会期中ほとんどスリ事件が

発生しなかった史上初の「安全な国際博覧会」が可

能だったのも、「日々改善」の賜物である。博覧会

協会自体も、市民同様、行動する協会であり続けた。

特に外国からの公式参加者に対しては、各国の政

府代表で構成する運営委員会とのコミュニケーショ

ンを密にし、参加者が共通に抱える問題に迅速に対

応できるように努めた。運営委員会は、準備から閉

幕までの全期を通じ12回の会議を重ね解決すべき課

題１つひとつについて、明確な方向を打ち出した。

こうした例は、日本で開かれた過去の国際博覧会を

見ても、初めての試みだった。この結果、運営委員

会の最終報告書において、博覧会協会は信頼できる

相手として認められ、博覧会協会の的確な対応が評

価され、この国際博覧会は大成功を収めたという総

括を得ることができた。

こうした運営面での努力のポイントは次のような

点にあったと考えることができる。

第１は、切れ目なく発生する問題を効率的に解決
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していくプロジェクト組織（タスクフォース）を構

築したことである。この組織には、運営方針から実

行段階まで即断即決できるリーダーシップと、それ

を献身的に実行していく専任のスタッフが必要不可

欠であった。

これに加えて、そもそも博覧会協会スタッフは、

国際博覧会に関してはアマチュアであり、その計画

時に不完全な部分があるのは当たり前だと考えてい

た。このため、問題が生じた際には柔軟に対応する

心の準備がすでにできており、会期が始まってから

も、前述のような日除け・雨除けの増設、飲料水の

無料配布、観客輸送体制の見直し、来場時間の平準

化、会場内の混雑緩和など、さまざまな「日々改善」

を徹底的に実践することができた。

こうした姿勢はBIEからも高く評価され、会期半

ばの2005年６月にパリで開催された総会において、

「愛・地球博に対する祝意と賛辞」という前例のな

い宣言文が採択された。

第２に、博覧会協会は、１日の入場者数をその日

のうちに発表するなど、情報公開とメディアとの良

好なコミュニケーションの形成に努めたことである。

世論との間で適切な緊張関係を保つことは、行動に

規律を与え、運営を適正化させる働きがあり、何よ

りも重要なことは、世論に支持されてこそ国際博覧

会の成功があるからである。

２）客観的な評価を自らの手で検証

博覧会協会は、愛・地球博のこうした成果を客観

的に評価するために、会期３カ月目の７月から、数

次にわたって調査を実施した。これらの調査対象は、

一般来場者はもとより、十代の若者やカップル、小

学生を引率してきた学校の教師、有識者など広範に

及び、アンケートやグループインタビュー、直接面

談など、さまざまな方法で行った。会期中からこう

した大規模な調査を行い、自らその評価を検証する

勇気ある試みは、国際博覧会では初めてのことだと

いう。

その評価軸は、３つの大きな柱と以下の設問によ

って構成されている。

①テーマの深化軸

・自然の叡智というテーマ選定についての評価。

時代性：将来性があり万人の好奇心を喚起する

時に合ったテーマであったかどうか。

広範性：さまざまな地域の人々に受け入れら

れ、表現しやすいテーマであったかど

うか。

普遍性：地球全体の課題にかかわり、現代社会

に必須であったかどうか。

・テーマの具現化の成否についての評価。

テーマが各領域・分野において、具体的にどの

ように実現されているか。

・テーマの持つ意義についての評価。

テーマは、一般来場者や子供たちに本当に理解

されたかどうか、どの程度浸透しているか。ま

た、有識者や国内・海外メディアはどうか。

②国際博覧会プロジェクトとしての成否軸

・快適・安全性は本当に確保されているか。

・目標入場者は、予測通り達成されているか。

・地域経済は、活性化しているか。

・参加者の満足度はどうか。

・収益性は確保されているか。

③BIEが目指す国際博覧会との整合性軸

・テーマ軸の国際博覧会は実現しているか。

・アカデミックな会議やシンポジウムの開催状

況はどうか。

・国際機関、地域との連携は確保されているか。

・マスコミの関心等、情報の発信は、きちんと

行われているか。

調査内容は、上記評価軸に基づいて設計され、さ

まざまな方法で実施・分析された。来場目的や満足

度などの一般的なものはもちろん、国際博覧会のテ

ーマが本当に理解されているかどうか、すなわち

愛・地球博が具現化しようとしたテーマの各領域

（最先端技術、新たな社会行動やシステム、文化の

多様性の相互理解、市民やNGO/NPOの参加等）に、

会場内で実際に触れ、体験し、理解して、次の行動

の動機付けになったかどうかなどが詳細に問い掛け

られている。

結果は、開催者の期待以上のものであった。その

うち十代の来場者を対象にしたアンケート調査によ

れば、上述のどの領域においても、90％以上が実
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感・理解を示し、95％以上が今後こうした活動に積

極的に関わっていきたいと回答しており、愛・地球

博が新たな社会を築くための行動喚起を促したこと

が示されている。愛・地球博で蒔かれた種を、若者

１人ひとりは確かに受け取っており、この種は若者

たちの手で、これから花を咲かせ、豊かな果実を実

らせることとなるだろう。

３）財政と経済効果

国際博覧会の開催にあたり開催者が抱える重要な

問題は、開催コストに対する資金計画であった。開

催者にとって、何年も前から取りかかる準備に必要

な資金を手当するリスクは決して小さくなく、この

ため、経営管理が極めて重要となる。愛・地球博で

は、関係機関の協力と支援によって、このようなリ

スクを最小限にすることができた。

最終的な収支バランスは、目標としていた1,500万

人をはるかに上回る2,200万人という入場者数の大幅

な増加もあり、かなり良好なものとなった。

また、博覧会協会は愛・地球博の経済効果につい

て、試算を行った。それによると、国際博覧会の開

催にあたり、２兆8,000億円のインフラ投資（中部国

際空港建設を含む）と2,000億円の運営費（参加各国

の出展費、企業パビリオンの出展費等）、4,600億円

の消費支出（来場者の交通宿泊費等）があり、最終

的に総計７兆7,000億円に上る経済波及効果が生み出

された。この数値には、インフラ整備による将来の

経済効果や、参加した多くの人々が自信を持ち活性

化したというような無形の遺産を含んでいない。こ

のような将来効果はすでに生まれつつある。

５．地球社会への遺産

愛・地球博は、開催地の地域社会はもとより、日

本全体、そして21世紀の地球社会に目に見えない多

くの無形の遺産を遺した。

21世紀を担う子供たちは、愛・地球博で多くのこ

とを学び、それぞれの方法で地球的課題の解決に向

けた行動を展開していくに違いない。国際博覧会史

上初となったNGO/NPOや市民団体の参加は、訪れ

た多くの来場者を巻き込んだ形でより大きなネット

ワークを形成し、新たな活動へと動き始めている。

愛・地球博は、最先端技術と新しい社会システム

の有用性を認識させ、技術と社会システムがより機

能する仕組みを体感させ、人々の意識の変化と新た

な行動喚起を促す契機となった。今後は、こうした

遺産を十分に検証し、それを具体的に発展させた形

で示していくことが、21世紀国際博覧会共通のテー

マである「持続可能な社会の創造」につながるもの

と確信している。

例えば、会期中多くの方が参加した「EXPOエコ

マネー」は、名古屋市内に事務所を移して2005年11

月に再開した。今後さらにこれを地球規模で普及さ

せていくためには、より効果的・効率的な仕組みの

構築や、技術面での改良が必要となるだろう。

引き続き国際博覧会運動への協力を行いながら、

愛・地球博から生まれた芽をさらに伸ばしていくこ

とがこれからの使命である。「日々改善」から「さ

らなる進化」への発展が愛・地球博の遺産を生かす

ことにつながるだろう。
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